




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〇 典 頁 八 る ま し に 思 し に
頁)
六
六
(
『真
聖
全
』
.
為
す
。
-
帰
命
の
体
と
一
尊
号
を
挙
て
一
寿
命
・光
明
の
一
句
は
、
先
づ
下 
の
1
「帰
命
」
以
意
の
中
に
、
『大
経
」
の
(
存
覚)
ー
六
要
鈔
ー
〇
五
頁)
(
『集
成
』
二
・
文
。
義
故
必
得
往
生
即
是
其
行
以
斯
一
言
阿
弥
陀
仏
者
一
一
回
向
之
義
帰
命
亦
是
発
願
言
南
無
者
即
是
力 帰
命
の
体
と
為
ー
の
尊
号
を
挙
て
-
先
づ
寿
命
光
明
の 
行 
石
冬
ー
に
、
帰
命
以
下
大
経
の
意
の
中
思
議
光
来
南
無
不
可
帰
命
無
量
寿
如
一(
蓮
如
所
持
本)
正
信
偈
註
釈
億
那
由
他
劫
に 
至
ら
ば
、
不
取 
正
覚
文
。
和
讃
—
超
世
無
て
、
下
も
百
千
命
能
く
限
量
有
設
我
得
仏
、
寿
不
取
正
覚
文
。
る
に
至
ら
ば
、
の
国
を
照
さ
ざ
億
那
由
他
諸
仏
り
て
、
下
百
千
明
能
く
限
量
有
設
我
得
仏
、
光
す
。
願
文
云
、
帰
命
の
体
と
為
ー
の
尊
号
を
挙
て
ー
-
先
づ
寿
命
光
明
一
-
此
一
行
二
句
は
、
一
思
議
光
来
南
無
不
可
帰
命
無
量
寿
如
1
一
正
信
偈
註
37
上
に
摂
取
し
選 
択
五
劫
思
惟
し 
て
光
明
寿
命
の 
誓
願
を
大
悲
の 
本
と
し
た
ま
へ 
り善
導
—
言
南
無 
者
、
即
是
帰
命 
亦
是
発
願
回
向 
之
義
、
言
阿
弥 
陀
仏
者
即
是
其 
行
、
以
斯
義
故 
必
得
往
生
文
。 
(
『集
成
」
二
・
 
九
七
頁)
こ
の
「
正
信
偈
」
の
意
を
読
み
取
る
過
程
に
お
い
て
『註
』
を
見 
直
す
場
合
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
蓮
如
が
掲
出
し
た
『
六
要 
鈔
』
の
言
葉
と
施
し
た
解
釈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
偈
の
基
軸
と
な 
る
冒
頭
の
二
句
—
 
—
「
帰
命
無
量
寿
如
来
・
南
無
不
可
思
議
光
」 
の
総
讃
の
文
(
帰
敬
分)
に
お
い
て
蓮
如
は
、
『
註
』
に
『
六
要 
鈔
』
の
了
解
と
六
字
釈
、
本
願
文
そ
し
て
和
讃
を
加
え
て
い
る
。 
こ
れ
ら
の
文
が
掲
出
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、
蓮
如
の
思
索
が
不 
変
的
に
釈
尊
・
善
導
・
親
鸞
・
存
覚
等
に
代
表
さ
れ
る
経
・
論
釈
・
御
作
(
註)
と
い
う
次
第
に
集
約
さ
れ
て
「
正
信
偈
」
が
修 
学
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
大
聖
の
真
言
」
と
「
大
祖
@
の
解
釈
」
を
勧
信
す
る
根
拠
で
あ
る
親
鸞
の
立
脚
地
と
も
い
う
べ 
き
「
正
信
偈
」
の
帰
依
処
を
蓮
如
は
、
真
宗
の
伝
統
の
中
で
思
索 
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
西
に
施
与
し
た
『大
意
！
;
法
雲
寺
本
〕
』
や
、
『大 
意
〔西
法
寺
本
〕
』
に
至
っ
て
は
、
経
・
論
釈
・
御
作
の
言
葉
で
埋 
め
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
ハ
要
鈔
」
存
覚 
『大
経
」
の
意
の
中
に
、
「
帰
命
」 
以
下
、
一
行
二
句
は
、
先
づ
寿 
命
・
光
明
の
尊
号
を
挙
て
帰
命
の 
体
と
為
す
。
(
『真
聖
全
」
二
・
二
六
六
頁)
『大
意
〔西
法
寺
本
〕
』
蓮
如 
帰
命
無
量
寿
如
来
と
い
う
は
、
寿 
命
の
無
量
な
る
体
な
り
。
ま
た
唐 
土
の
こ
と
ば
な
り
。
阿
弥
陀
如
来 
に
南
無
し
た
て
ま
つ
れ
と
い
う
こ 
こ
ろ
な
り
。
南
無
不
可
思
議
光
と 
い
う
は
、
智
慧
の
禺
の
そ
の
徳 
す
ぐ
れ
た
ま
え
る
す
が
た
な
り
。 
帰
命
無
量
寿
如
来
と
い
う
は
、
す 
な
わ
ち
南
無
阿
弥
陀
仏
の
体
な
り 
と
し
ら
せ
、
こ
の
南
無
阿
弥
陀
仏 
と
申
す
は
、
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
も 
は
か
る
べ
か
ら
ず
、
こ
と
ば
を
も 
っ
て
と
き
の
ぶ
べ
か
ら
ず
、
こ
の 
二
つ
の
道
理
き
わ
ま
り
た
る
と
こ
38
ろ
を
、
南
無
不
可
思
議
光
と
は
も 
う
し
た
て
ま
つ
る
な
り
。
こ
れ
を 
報
身
如
来
と
も
う
す
な
り
、
こ
れ 
を
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
な
づ
け 
た
て
ま
つ
る
な
り
。
こ
の
如
来
を 
方
便
と
申
す
は
、
か
た
ち
を
あ
ら 
わ
し
御
名
を
し
め
し
て
、
衆
生
に 
し
ら
し
め
た
ま
う
を
申
す
な
り
、
 
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仆
な
り
。
こ
の 
如
来
は
光
明
な
り
、
智
慧
な
り
。 
智
慧
は
ひ
か
り
の
か
た
ち
な
り
。 
智
慧
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば
不
可 
思
議
光
仏
と
も
う
す
な
り
。
こ
の 
如
慄
、
十
方
微
塵
世
界
に
み
ち
み 
ち
た
ま
え
る
が
ゆ
え
に
、
無
辺
光 
仏
と
も
う
す
。
し
か
れ
ば
世
親
菩 
薩
は
、
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
な 
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
え
り
。
さ 
れ
ば
、
こ
の
如
来
に
南
無
し
、
帰 
命
し
た
て
ま
つ
れ
ば
、
摂
取
不
捨 
の
ゆ
え
に
真
実
報
土
の
往
生
を
と 
ぐ
べ
き
も
の
な
り
。
(
『集
成
」
ー
ニ
ー
ニ
ニ
頁
〔聖 
典
七
四
七
—
ハ
〕)
『大
意
』
は
、
『
六
要
鈔
』
に
註
釈
さ
れ
た
「
寿
命
」
、
「
光
明
」
、
 
「
体
」
の
三
義
に
、
親
鸞
の
『
一
念
多
念
文
意
』
を
引
用
し
、
総 
讃
を
思
索
し
て
い
る
。
こ
れ
は
蓮
如
が
、
「
帰
命
無
量
寿
如
来 
南
無
不
可
思
議
光
」
と
い
う
讃
嘆
の
言
を
、
存
覚
の
言
葉
だ
け
で 
な
く
親
鸞
が
開
顕
し
た
釈
尊
・
七
祖
の
言
説
で
尋
求
す
る
の
で
あ 
る
。
そ
れ
は
、
「
方
便
法
身
」
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
衆 
生
の
帰
依
拠
と
す
べ
き
「
光
明
」
、
「
智
慧
」
、
「
無
辺
光
仏
」
、
さ 
ら
に
世
親
菩
薩
の
「
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
の
歴
史
的
伝
承
を 
通
し
て
開
顕
し
た
帰
命
・
南
無
の
体
で
あ
る
。
こ
の
無
量
寿
・
無 
量
光
へ
の
南
無
・
帰
命
に
お
い
て
、
衆
生
は
真
実
報
土
の
往
生
を 
成
就
す
る
と
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
説
示
上
で
言
う
な
ら
ば
『大 
意
』
(
及
び
『註
』)
の
意
は' 
親
鸞
の
歴
史
的
伝
承
の
開
顕
「
一
 
宗
大
綱
の
要
義
」
を
説
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
存
覚
の
解
釈
を
示
す 
こ
と
で
は
な
い
。
『実
悟
旧
記
』
二
四
三
条
(
『聞
書
』
三
〇
七
条) 
で
註
を
御
あ
ら
は
し
候
こ
と
、
御
自
身
の
智
解
を
御
あ
ら
は
し 
候
は
ん
が
為
に
て
は
な
く
候
。
聖
人
の
御
詞
を
褒
美
(
誉) 
の
為
仰
崇
の
為
に
て
候
と
云
々
。
(
『行
実
」
ニ
ー
ー
四
頁
〔聖
典
九
二
三
，
筆
者
傍
点) 
と
聞
き
取
ら
れ
た
よ
う
に
『大
意
』
に
掲
出
し
た
『
六
要
鈔
』
の 
分
限
，
位
置
は
、
蓮
如
に
と
っ
て
「
正
信
偈
」
を
「
褒
美
」
と
39
@
「
仰
崇
」
す
る
書
で
あ
る
。
こ
の
分
位-
-
存
覚
が
『教
行
証
文 
類
』
を
讃
嘆
し
尊
崇
す
る
位
置
—
と
し
て
蓮
如
が
説
示
し
た
こ 
と
は
、
『
六
要
鈔
』
が
『教
行
証
文
類
』
を
註
釈
す
る
鈔
と
了
解 
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
は
、
同
じ
く
親
鸞
が
開
顕
し
た 
浄
土
真
宗
の
教
法
の
「
本
意
」
に
帰
す
と
い
う
営
為
の
共
有
で
あ 
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
『
六
要
鈔
』
の
奥
書
に 
教
行
証
者
、
列
祖
相
承
之
要
須
、
聖
人
領
解
之
己
証
也
。
而 
所
引
之
本
文
広
博
兮
、
前
後
之
説
相
難
明
、
所
立
之
教
旨
幽 
玄
兮
、
甚
深
之
義
趣
易
迷
。
然
間
一
流
伝
来
之
耆
老
、
猶
未 
聞
講
其
義
之
仁
、
諸
国
耽
学
之
群
僧
多
示
不
了
此
書
之
旨
。 
如
予
浅
智
轍
以
豈
敢
。
雖
然
為
祖
徳
報
謝
、
為
仏
法
弘
通
、
 
試
加
小
量
之
註
釈
、
偸
仰
宏
智
之
取
捨
、
一
部
十
巻
号
六
要 
鈔
。
(
『真
聖
全
』
二
・
四
四
一
頁
・
傍
点
筆
者) 
と
、
存
覚
は
、
多
く
の
祖
師
が
明
ら
か
に
し
た
仏
教
の
要
、
そ
れ 
を
領
解
す
る
『教
行
証
文
類
』
を
、
あ
え
て
「
予
が
如
き
浅
智
」 
が
「
祖
徳
報
謝
」
と
「
仏
法
弘
通
」
の
志
願
に
お
い
て
註
釈
す
る' 
と
記
さ
れ
た
ご
と
く
、
こ
の
「
祖
徳
報
謝
」
・
「
仏
法
弘
通
」
に 
集
約
さ
れ
る
志
願
こ
そ
、
蓮
如
が
継
承
す
る
と
い
え
よ
う
。 
そ
も
そ
も
存
覚
が
『
六
要
鈔
』
を
註
釈
す
る
背
景
は
、
釈
迦
・
 
七
祖
が
相
承
す
る
要
須
、
「
教
行
証
」
と
領
解
す
る
親
鸞
の
己
証
の
受
容
—
本
文
が
広
博
で
あ
り
、
教
旨
が
幽
玄
で
あ
る
こ
と 
—
が
、
「
難
明
」
と
「
易
迷
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
 
同
時
に
個
人
的
能
力
の
問
題
で
は
な
く
各
地
の
門
弟
の
現
実
な
の 
で
あ
る
。
こ
の
現
実
に
存
覚
は
、
「
祖
徳
報
謝
.
「
仏
法
弘
通
」 
の
志
願
に
立
脚
し
、
試
み
に
少
し
の
註
釈
を
施
す
の
で
あ
る
。
言 
い
換
え
れ
ば
、
註
釈
す
る
こ
と
は
、
こ
の
「
難
明
」
と
「
易
迷
」 
の
現
実
を
克
服
し
、
釈
迦
，
七
祖
が
相
承
す
る
要
須
、
「
教
行
証
」 
と
領
解
す
る
親
鸞
の
己
証
を
明
ら
か
し
よ
う
と
す
る
営
為
で
あ
る
。 
こ
の
親
鸞
の
己
証
を
明
ら
か
に
す
る
営
為
こ
そ
蓮
如
が
、
先
人
か 
ら
継
承
す
る
「
真
宗
再
興
」
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
『
六
要 
鈔
』
及
び
『大
意
』
が
説
示
す
る
も
の
は
、
「
祖
徳
報
謝
」
と 
「
仏
法
弘
通
」
の
志
願
を
も
っ
て
親
鸞
の
己
証
を
明
ら
か
に
す
る 
こ
と
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
存
覚
及
び
蓮
如
が
説
示
す
る
背
景
は
、
 
各
地
門
弟
、
同
朋
が
親
鸞
の
己
証
を
了
解
し
て
い
な
い
現
実
で
あ 
ろ
う
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
文
明
三
年
の
「
御
文
」
に
見
え
る
、
 
当
流
聖
人
の
御
勧
化
の
次
第
は
、
我
等
も
大
坊
主
一
分
に
て 
は
候
へ
ど
も
、
巨
細
は
よ
く
も
存
知
せ
ず
候
。
(
「
諸
文
集
」
九
通
・
『遺
文
』
六
五
頁) 
と
の
大
坊
主
の
よ
う
な
有
り
さ
ま
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
よ
う 
な
聖
人
勧
化
の
次
第
の
存
知
の
あ
り
様
に
蓮
如
は
、
向
か
い
合
っ 
て
親
鸞
の
己
証
と
し
て
の
「
一
宗
大
綱
の
要
義
」
を
説
示
す
る
の
40
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
説
示
は
、
念
仏
往
生
の
道
と
し 
て
形
成
さ
れ
た
各
自
の
宗
教
的
要
求
に
対
面
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
そ
の
人
間
の
宗
教
的
要
求
に
蓮
如
が
注
ぐ
も
の
こ
そ
、
道
西
に
説 
示
す
る
「
一
宗
大
綱
の
要
義
」
、
つ
ま
り
「
正
信
」
の
意
義
で
は 
な
い
か
。
四
『
大
意
』
の
説
示 
そ
も
そ
も
、
蓮
如
が
「
正
信
偈
」
を
早
く
に
重
視
し
明
ら
か
に 
す
る
根
拠
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
道
西
の
「
正
信 
偈
」
大
意
の
懇
願
の
意
図
は
、
安
易
に
死
後
の
極
楽
往
生
を
約
束 
す
る
証
文
・
名
帳
で
は
な
く
、
自
身
の
「
一
身
オ
学
(
覚)
」
の 
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
懇
願
は
、
人
間
飢
饉
，
戦
乱
の
時 
代
の
現
実
を
生
き
る
道
西
に
と
っ
て
、
人
間
が
生
を
受
け
必
ず
死 
を
迎
え
る
一
人
の
事
実
に
不
可
欠
な
根
源
的
学
び
と
で
も
い
う
べ 
き
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
道
西
が
蓮
如
に
懇
願
し
た
「
一
 
身
才
学
」
は
、
自
身
の
仏
道
の
学
び
と
し
て
自
覚
さ
れ
い
る
が
、
 
そ
の
一
人
の
奥
底
に
は
、
死
後
の
契
約
が
託
さ
れ
た
か
も
し
れ
な 
い
。
「
一
身
才
学
」
の
関
心
は
、
安
易
な
も
の
で
な
く
て
も
、
学 
び
の
延
長
上
の
死
後
の
契
約
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る 
い
は' 
人
間
の
至
奥
問
題
と
言
う
べ
き
、
今
生
の
真
の
人
間
存
在 
の
意
義
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
道
西
の
「
一
身
オ
覚
」
の
関
心
に
対
し
て
、
蓮
如
の
記
し
た
問
い
は
「
正
信
」
で
あ 
っ
た
。
『大
意
』
で
は
こ
の
「
正
信
」
の
意
義
を
記
し
て
い
る
。 
問
て
い
は
く
、
正
信
(
偈)
と
い
ふ
は
、
こ
れ
(
は)
い
づ 
れ
の
義
ぞ
や
。
こ
た
へ
て
い
は
く
、
正
と
い
ふ
は
傍
に
対
し
、
 
邪
に
対
し
、
雑
に
対
す
る
こ
と
ば
な
り
。
信
と
い
ふ
は' 
疑 
に
対
し
、
ま
た
行
に
対
す
る
こ
と
ば
な
り
。
(
『遺
文
』
二
五
頁
〔聖
典
七
四
七
〕) 
こ
の
言
葉
は
、
『
六
要
鈔
』
の
釈
に
依
っ
て
、
(
法
雲
寺
本
で
は
、
 
存
覚
の
原
文
の
「
偈
」
の
一
字
を
取
っ
て)
「
正
信
」
の
意
義
を 
明
ら
か
す
る
も
の
で
あ
る
。
付
け
加
え
れ
ば
、
『
六
要
鈔
』
に
註 
釈
さ
れ
た
「
正
信
偈
」
の
中
で
存
覚
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
六
回 
の
問
答
を
も
っ
て
、
そ
の
要
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
か
し
、
 
『大
意
』
に
掲
出
さ
れ
た
問
答
は
、
こ
の
「
正
信
」
の
義
の
み
で 
あ
る
。
こ
の
蓮
如
の
一
度
の
問
答
の
設
定
は
、
偈
全
体
の
中
で
除 
外
で
き
な
い
、
問
う
べ
き
私
た
ち
の
課
題
を
「
正
信
」
の
一
義
に 
集
約
し
た
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
真
筆
(
『註
』)
に
お 
い
て
は
、
親
鸞
の
偈
文
と
こ
の
冒
頭
の
言
葉
は
、
一
段
上
げ
て
大 
き
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『大
意
』
の
冒
頭
に
の
み
置
か
れ
た 
問
い!
「
正
信
」
の
意
義
—
に
対
峙
す
る
「
傍
，
邪
，
雑
」 
の
信
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
っ
て
蓮
如
は' 
人
間
で
あ
る
限 
り
の
生
死
性
の
一
人
の
現
実
に
、
応
答
す
る
の
で
は
な
い
か
。
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五
正
信
の
意
義
『大
意
』
の
中
で
記
さ
れ
た
唯
一
の
問
い
ー
「
正
」
の
意
義
に 
対
峙
す
る
「
傍
，
邪
・
雑
」
と
「
信
」
に
対
峙
す
る
「
行
・
疑
」 
に
つ
い
て
の
説
示
は
、
存
覚
、
蓮
如
が
具
体
的
に
開
示
し
な
い
と 
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
っ
て
そ
の
真
意
は
推
測
す
る
域
を
出
な
い
。
先 
人
は
こ
の
正
信
の
意
義
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
が
、
大
略
二
つ 
に
な
る
。
一
つ
は
、
邪
ニ
対
ス
ル
ト
云
フ
ハ
外
道
ノ
邪
義
。
雑
二
対
ス
ル
ト
ハ 
諸
善
万
行
ノ
雑
ヲ
簡
ブ
。
傍
ニ
対
ス
ル
ト
ハ
五
種
正
行
中
 
ノ
傍
ラ
ニ
ス
ル
助
業
ヲ
簡
ン
デ
正
信
ト
給
フ
。
(
略)
コ
レ 
疑
ト
信
ト
ノ
相
反
ス
ル
コ
ト
。
信
疑
ノ
得
失
八
大
経
一
一
明
ナ 
リ
。
マ
タ
行
ニ
対
ス
ル
ト
ハ
所
行
ノ
念
仏
ヲ
信
ズ
ル
ガ
故
二 
行
一
一
対
ス
ル
ト
釈
シ
給
フ
。
(
香
樹
院
徳
龍
『正
信
偈
大
意
講
義
』
七
一
ハ
頁) 
と
の
「
傍
」
に
対
し
て
—
正
助
二
業
の
中
、
前
三
後
一
の
助
業 
を
捨
て
て
、
正
定
業
の
念
仏
を
信
ず
る
か
ら
正
信
で
あ
り
、
「
邪
」 
に
対
し
て
一
外
道
の
邪
偽
の
法
を
信
ぜ
ず
内
道
の
正
法
を
信
ず
る 
か
ら
正
信
と
い
い
、
「
雑
」
に
対
し
て!
—
正
雑
二
行
の
中
、
雑 
行
を
捨
て
て
、
正
行
を
信
ず
る
か
ら
正
信
と
い
う
の
で
あ
る
。 
も
う
一
つ
は'
「
傍
」
に
対
し
て
—
自
分
は
他
の
説
を
本
と
し
て
信
じ
な
が
ら
、
傍
に
念
仏
を
信
ず
る
と
い
う
よ
う
な
傍
信
に 
対
し
て
、
念
仏
一
法
を
信
ず
る
を
正
信
と
し
、
「
邪
」
に
対
し
て 
—
浄
土
門
中
の
第
十
九
願
の
機
の
信
仰
の
よ
う
な
邪
信
に
対
し 
て' 
第
十
八
願
の
機
の
信
仰
を
正
信
と
い
う
の
で
あ
り'
「
雑
」 
に
対
し
て
—
浄
土
門
中
の
第
二
十
願
の
機
の
信
仰
の
よ
う
な
定 
散
雑
心
の
信
に
対
し
て
、
十
八
願
の
機
の
信
仰
を
正
信
と
い
わ
れ 
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
先
人
の
代
表
的
了
解
の
異
な
り
は
、
一
見
、
私
た
ち
の
行 
ず
る
べ
き
内
容
の
「
傍
・
邪
・
雑
」
と' 
私
た
ち
の
念
仏
の
信
じ 
方
へ
の
「
傍
・
邪
・
雑
」
に
力
点
が
置
か
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
私 
た
ち
の
現
行
す
る
行
に
対
し
て
「
傍
・
邪
・
雑
」
の
基
準
が
実
在 
し
、
ま
た
私
た
ち
に
現
前
す
る
信
の
状
態
に
対
し
て
「
傍
，
邪
・ 
雑
」
が
あ
る
と
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
自
身
の
知
り
得
る
「
傍
・
 
邪
・
雑
」
の
行
と
信
を
否
定
し
、
「
傍
，
邪
・
雑
」
で
な
い
十
八 
願
の
信
を
発
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ 
る
い
は'
「
傍
，
邪
，
雑
」
の
行
信
を
否
定
し
終
っ
た
先
に
正
信 
が
あ
る
と
い
う
了
解
で
あ
る
。
し
か
し'
「
正
信
」
の
義
を
具
体
的
に
蓮
如
が
示
さ
な
か
っ
た 
こ
と
を
私
た
ち
は
、
こ
の
二
つ
の
解
釈
を
も
っ
て
ど
ち
ら
か
ー
方 
の
是
非
を
も
っ
て
、
正
信
の
意
義
を
推
求
し
、
そ
の
代
用
す
べ
き 
で
な
い
。
何
故
な
ら
、
「
傍
，
邪
，
雑
」
を
基
準
と
す
る
正
信
獲
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得
の
道
程
は
、
必
然
的
に
人
間
の
信
の
否
定
だ
け
な
く
、
基
準
に 
も
れ
た
人
間
自
身
の
否
定
だ
か
ら
で
あ
る
。
行
ず
る
べ
き
内
容
の 
「
傍
，
邪
・
雑
」
と
、
念
仏
の
信
じ
方
へ
の
「
傍
，
邪
・
雑
」
に 
蓮
如
の
力
点
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
人
間
が
念
仏
の
法
を
も
っ
て 
除
外
す
る
も
の
を
生
み
出
す
だ
け
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
は
、
 
『大
意
』
に
お
い
て
正
信
の
意
義
は
、
ど
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
る 
の
で
あ
ろ
か
。
蓮
如
は
、
『大
意
』
の
奥
書
で
「
文
言
の
拙
さ
を
顧
慮
せ
ず
、
 
そ
の
う
え
文
義
道
理
の
次
第
を
も
述
べ
ず
(
旨)
」
と
述
べ
て
い 
る
こ
と
か
ら
も
、
『大
意
』
の
中
で
は
親
鸞
が
開
顕
す
る
正
信
念 
仏
が
漠
然
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か 
し
、
私
た
ち
が
『大
意
』
の
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は' 
蓮
如
が 
親
鸞
の
「
正
信
偈
」
の
次
第
に
導
か
れ
「
一
宗
の
大
綱
」
を
説
示 
し
た
こ
と
と
、
そ
の
説
示
が
的
確
に
親
鸞
が
開
顕
す
る
正
信
念
仏 
の
構
造
を
探
求
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『大
意
』
の
阿
弥 
陀
仏
、
釈
尊
、
七
祖
の
説
示
に
注
目
す
る
と
明
確
に
な
る
。 
ま
ず
『大
意
』
か
ら
、
蓮
如
の
「
正
信
偈
」
の
了
解
を
示
す
と 
以
下
の
三
段
に
な
る
。
一
 
大
経
の
こ
こ
ろ
—
「
帰
命
」
よ
り
「
無
過
斯
」 
-
-
三
朝
の
祖
師' 
浄
土
の
教
を
あ
ら
わ
す
-
-
「
印
度
」
以
下
四
句 
三
七
高
祖
の
讃
の
こ
こ
ろ
-
-
「
釈
迦
」
よ
り
高
僧
説 
こ
の
「
大
経
の
こ
こ
ろ
な
り
」
を
阿
弥
陀
仏
、
釈
尊
の
上
に
、
 
「
浄
土
の
教
」
を
七
祖
か
ら
、
蓮
如
の
説
示
を
見
る
と
、
ま
づ
阿 
弥
陀
を
蓮
如
は
、
阿
弥
陀
仏
の
む
か
し
法
蔵
比
丘
と
ま
ふ
せ
し
と
き
思
惟
し
て
、
 
や
す
き
み
の
り
を
あ
ら
は
し
て
、
十
悪
五
逆
の
罪
人
(
も) 
五
障
三
従
の
女
人
を
も
も
ら
さ
ず(
み
な)
み
ち
び
き
て
、
 
浄
土
に
往
生
せ
し
め
ん
、
と
ち
か
ひ
ま
し
ま
し
け
り
。
(
『遺
文
」
二
七
頁
〔聖
典
七
四
ハ
〕
，
筆
者
傍
点) 
と
「
十
悪
五
逆
の
罪
人
」
、
「
五
障
三
従
の
女
人
」
を
導
き
浄
土
に 
往
生
さ
せ
た
い
と
の
誓
願
を
立
て
た
仏
と
し
て
説
示
し
て
い
る
。 
さ
ら
に
釈
尊
に
つ
い
て
、
釈
尊
出
世
の
元
意
は
、
た
だ
弥
陀
の
本
願
を
と
き
ま
し
ま
さ 
ん
が
た
め
に
、
世
に
い
で
た
ま
え
り
。
五
濁
悪
世
界
の
衆
生
、
 
一
向
に
弥
陀
の
本
願
を
し
ん
じ
た
て
ま
つ
れ
、
と
い
え
る
こ 
こ
ろ
な
り
。
(
『遺
文
」
三
一
頁
〔聖
典
七
五
二
・
筆
者
傍
点) 
と
了
解
し
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
を
本
願
を
説
く
た
め
で
あ
る
と
記 
す
。
こ
の
本
願
を
説
く
と
は
、
阿
弥
陀
が
平
等
に
一
切
衆
生
を
招
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喚
す
る
阿
弥
陀
の
根
本
を
説
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
弥
陀
、
 
釈
迦
に
開
示
さ
れ
る
正
信
の
意
義
こ
そ
、
 
親
鸞
が
『教
巻
』
に
お 
い
て
こ
の
経
の
大
意
は
、
弥
陀
、
誓
を
超
発
し
て
、
広
く
法
蔵
を 
開
き
て
、
凡
小
を
哀
れ
み
て
、
選
び
て
功
徳
の
宝
を
施
す
る 
こ
と
を
い
た
す
。
釈
迦
、
世
に
出
興
し
て
、
道
教
を
光
闡
し 
て
、
群
萌
を
拯
い
、
 
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲 
し
て
な
り
。
(
『定
親
全
」
つ
九
頁
・
〔聖
典
一
五
一
ニ) 
と
の
弥
陀
，
釈
迦
を
平
易
に
説
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち 
「
凡
小
を
哀
れ
み
て
、
選
び
て
功
徳
の
宝
を
施
す
る
こ
と
」
と
は. 
「
十
悪
五
逆
の
罪
人
(
も)
五
障
三
従
の
女
人
を
も
も
ら
さ
ず 
(
み
な)
み
ち
び
き
て
、
浄
土
に
往
生
せ
し
め
ん
」
と
の
誓
願
で 
あ
り
、
「
群
萌
を
拯
い
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
」
と 
は
、
「
五
濁
悪
世
界
の
衆
生
、
一
向
に
弥
陀
の
本
願
を
し
ん
じ
た 
て
ま
つ
れ
」
と
の
教
言
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
大
経
の
こ
こ 
ろ
」
を
受
け
て
蓮
如
は
「
浄
土
の
教
」
に
よ
っ
て
、
 
印
度
西
天
と
い
う
は
、
天
竺
の
こ
と
な
り
。
中
夏
と
い
う
は 
唐
土
な
り
、
日
域
と
い
う
は
日
本
の
こ
と
な
り
。
か
の
三
国 
の
祖
師
等
、
念
仏
の
一
行
を
す
す
め
、
こ
と
に
釈
尊
出
世
の 
本
懐
は
た
だ
弥
陀
の
本
願
を
あ
ま
ね
く
と
き
あ
ら
わ
し
て
、
末
世
の
凡
夫
の
機
に
応
じ
た
る
こ
と
を
あ
か
し
ま
し
ま
す
な 
り
。
(
『遺
文
」
三
三
頁
〔聖
典
七
五
二
〕,
筆
者
傍
点) 
そ
の
弥
陀
，
釈
迦
の
こ
こ
ろ
に
お
い
て
、
「
念
仏
一
行
」
と
し
て 
明
ら
か
に
す
る
と
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
蓮
如
が
、
阿
弥
陀
、
釈
尊
、
七
祖
に
お
い
て 
明
ら
か
す
る
意
義
は
、
親
鸞
が
開
顕
す
る
弥
陀
、
釈
迦
二
尊
に
開 
示
さ
れ
た
真
実
信
心
で
あ
り
、
具
体
的
に
一
切
衆
生
を
招
喚
す
る 
阿
弥
陀
で
あ
り' 
発
遗
す
る
釈
尊
、
念
仏
一
行
を
勧
め
る
七
祖
な 
の
で
あ
る
。
こ
の
蓮
如
が
説
示
す
る
、
阿
弥
陀
、
釈
尊
、
七
祖
に 
お
い
て
明
ら
に
さ
れ
た
「
正
信
」
こ
そ
親
鸞
の
「
帰
命
無
量
寿
如 
来
南
無
不
可
思
議
光
」
の
総
讃
か
ら
探
求
す
る
正
信
で
は
な
い 
か
。
そ
れ
は
、
阿
弥
陀
如
来
に
南
無
し
た
て
ま
つ
れ
(
『遺
文
」
ー
ー
五
頁
〔聖
典
七
四
七
〕
・
筆
者
傍
点) 
と
の
帰
敬
を' 
五
濁
悪
世
の
飢
饉
，
乱
世
に
生
き
る
「
我
ら
ま
よ 
ひ
の
凡
夫
」
へ
の
勧
信
と
し
て
、
こ
の
正
信
を
説
示
す
る
の
で
あ 
る
。
そ
し
て
、
蓮
如
が
親
鸞
の
勧
信
か
ら
探
求
す
る
意
義
は
、
 
さ
れ
ば
こ
の
如
来
に
南
無
し
帰
命
し
た
て
ま
つ
れ
ば
、
摂
取 
不
捨
の
ゆ
え
に
真
実
報
土
の
往
生
を
と
ぐ
べ
き
も
の
な
り
。
(
『遺
文
』
二
六
頁
〔聖
典
七
四
ハ
」
，
筆
者
傍
点)
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と
の
、
摂
取
不
捨
の
意
義
で
あ
り
、
真
実
報
土
の
往
生
の
開
顕
で 
あ
る
と
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
正
信
こ
そ
は
、
共
な
る
世
界 
と
し
て
直
ハ
実
報
土
に
往
生
す
べ
き
人
間
存
在
の
意
義
を
開
示
す
る 
阿
弥
陀
・
釈
迦
二
尊
の!
!
絶
対
平
等
性
—
に
お
い
て
自
証
さ 
れ
る
正
信
念
仏
で
あ
る
。
六
さ
い
ご
に
蓮
如
が
道
西
と
向
き
合
っ
て
「
傍
，
邪
，
雑
」
で
な
い
信
を
も 
っ
て
「
正
信
」
を
説
示
す
る
こ
と
は'
「
正
」
が
人
間
の
自
明
の 
信
を
許
さ
ず
、
ま
た
、
仏
教
の
名
の
も
と
に
人
間
が
分
類
す
る
信 
で
も
な
い
。
親
鸞
が
「
そ
れ
真
実
教
を
顕
さ
ば
、
す
な
わ
ち
大
無 
量
寿
経
こ
れ
な
り
」
と
開
顕
し
た
弥
陀
，
釈
迦
二
尊
と
し
て
の 
「
大
経
の
こ
こ
ろ
」
を
聞
き
開
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
大
経
の 
こ
こ
ろ
」
を
聞
き
開
く
と
は
、
七
祖
に
よ
っ
て
「
釈
尊
出
世
の
本 
懐
は
た
だ
弥
陀
の
本
願
を
あ
ま
ね
く
と
き
あ
ら
わ
し
て
、
末
世
の 
凡
夫
の
機
に
応
じ
た
る
」
と
い
う
「
末
世
の
凡
夫
の
機
」
の
自
身 
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
侍
能
エ
商
」
の
現
実
に
生
き 
る
人
間
に
芽
生
え
た
宗
教
的
要
求
、
往
生
浄
土 
(
救
済)
の
道
を 
求
め
る
心
に
蓮
如
は
、
弥
陀
，
釈
迦
二
尊
に
開
か
れ
る
真
実
信
心 
を
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
弥
陀
，
釈
迦
二
尊
に
お
い
て
呼
び
覚
ま 
さ
れ
た
信
心
を
「
正
信
」
と
い
う
こ
と
は
、
一
人
の
人
間
が
阿
弥
陀
の
本
願
に
出
遇
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
肉
体
を
傷
つ
け
寿
命
を
奪 
い
、
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
意
義
を
問
う
こ
と
も
な
く
現
実 
を
生
き
て
い
る
自
身
の
心
に'
「
浄
土
の
教
」
と
し
て
の
釈
迦
の 
教
言
に
お
い
て' 
阿
弥
如
来
の
本
願
か
「
十
方
衆
生
」
と
呼
び
か 
け
て
や
ま
ぬ
本
願
の
正
機
の
声
を
聞
く
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
 
阿
弥
陀
の
願
心
の
絶
対
平
等
性
の
意
義
を
、
こ
の
「
侍
能
エ
商
」 
の
実
人
生
に
お
い
て
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
ま
さ 
に
蓮
如
は
、
五
濁
悪
世
の
飢
饉
・
乱
世
に
生
き
る
「
我
ら
ま
よ
ひ 
の
凡
夫
」
と
し
て
阿
弥
陀
の
他
力
回
向
の
願
心
を
深
く
自
証
す
る 
こ
と
を
「
正
信
」
に
聞
き
当
て
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
身
が
「
末
世
の
凡
夫
の
機
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
一
点 
に
お
い
て
「
七
高
祖
」
に
対
し
て
蓮
如
は
、
 
弘
経
大
士
と
い
う
は
、
天
竺
震
旦
我
朝
の
菩
薩
祖
師
達
の
こ 
と
な
り
。
か
の
人
師
等
、
未
来
の
極
濁
悪
の
わ
れ
ら
を
あ
わ 
れ
み
す
く
い
た
ま
わ
ん
と
て
、
出
生
し
た
ま
え
り
。
し
か
れ 
ば
念
仏
の
道
俗
等
あ
ま
ね
く
か
の
三
国
の
高
祖
の
説
を
信
じ 
た
て
ま
つ
る
と
な
り
。
さ
れ
ば
わ
れ
ら
が
真
実
の
報
土
の
往 
生
を
お
し
え
た
ま
う
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
こ
の
祖
師
等
の 
御
恩
に
あ
ら
ず
と
い
う
こ
と
な
し
。
よ
く
よ
く
そ
の
恩
徳
を 
報
謝
し
た
て
ま
つ
る
べ
き
も
の
な
り
。
(
『遺
文
』
四
三
—
四
頁
〔聖
典
七
五
九
〕
・
筆
者
傍
点)
45
と
の
知
恩
報
徳
の
意
義
を
説
示
す
る
の
で
あ
る
。 
蓮
如
は
、
『大
意
』
成
立
の
九
ヶ
月
後
の
一
四
六
一(
寛
正
二) 
年
の
三
月
に
同
じ
く
道
西
に
、
い
わ
ゆ
る
「
筆
始
め
の
御
文
」
を 
与
え
て
い
る
。
こ
の
「
御
文
」
の
中
に
「
正
信
偈
」
の
中
で
探
求 
し
た
蓮
如
の
「
正
信
」
の
義
が
「
当
流
上
人
の
御
勧
化
の
信
心
の 
一
途
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
当
流
上
人
の
御
勧
化
の
信
心
の
一
途
は
、
(
あ
な
が
ち
に
我 
身
の)
つ
み
の
軽
重
を
い
は
ず
、
ま
た
妄
念
妄
執
の
こ
こ
ろ 
の
や
ま
ぬ
な
ん
ど
い
ふ
機
の
あ
っ
か
ひ
を
さ
し
お
き
て
ヽ
た 
だ
在
家
止
住
の
や
か
ら
は
、
一
向
に
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
雑
修 
の
わ
ろ
き
執
心
を
す
て
て
弥
陀
如
来
の
悲
願
に
帰
し
、
一
心 
に
う
た
が
ひ
な
く
た
の
む
こ
こ
ろ
の
一
念
を
こ
る
と
き
、
す 
み
や
か
に
阿
弥
陀
如
来
光
明
を
は
な
ち
て
そ
の
ひ
と
を
摂
取 
し
た
ま
ふ
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
仏
の
か
た
よ
り
た
す
け 
ま
し
ま
す
こ
こ
ろ
な
り
。
ま
た
こ
れ
信
心
を
如
来
よ
り
あ
た 
へ
た
ま
ふ
と
い
ふ
も
こ
の
こ
こ
ろ
な
り
。
さ
れ
ば
こ
の
う
へ 
に
は
、
た
と
ひ
名
号
を
と
な
ふ
る
と
も
、
仏
た
す
け
た
ま
へ 
と
は
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。
た
だ
弥
陀
を
た
の
む
こ
こ
ろ
の
ー 
念
の
信
心
に
よ
り
て
、
や
す
く
御
た
す
け
あ
る
こ
と
の
、
か 
た
じ
け
な
さ
の
あ
ま
り
、
弥
陀
如
来
の
(
大
悲)
御
た
す
け 
あ
り
た
る
御
恩
を
報
じ
た
て
ま
つ
る
念
仏
な
り
、
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
な
り
。
こ
れ
ま
こ
と
の
専
修
専
念
の
行
者
な
り
、
こ 
れ
ま
た
当
流
に
た
っ
る
と
こ
ろ
の
一
念
発
起
平
生
業
成
と
ま 
ふ
す
も
こ
の
こ
こ
ろ
(
こ
れ)
な
り
。
あ
な
か
し
こ 
あ
な 
か
し
こ
寛
正
二
年
三
月 
日
(
『遺
文
」
四
七
頁
・
筆
者
傍
点) 
註出
典
名
は
次
の
よ
う
に
省
略
し
た
。
『遺
文
』
…
稲
葉
昌
丸
編
『蓮
如
上
人
遺
文
』 
『行
実
』
…
稲
葉
昌
丸
編
『蓮
如
上
人
行
実
』
『集
成
」
…
『真
宗
史
料
集
成
』 
『真
聖
全
』
…
『真
宗
聖
教
全
書
』
『定
親
全
」
…
『定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
な
お
、
〔聖
典
〕
と
し
て
『東
本
願
寺
真
宗
聖
典
』
の
頁
数
を
併
記 
す
る
。
①
 
『教
行
証
文
類
」
「
行
文
類
」
・
『定
親
全
」
ー
・
ハ
四
頁
「聖
典
二 
〇
三
〕
曽
我
量
深
の
「
行
信
」
に
つ
い
て
の
了
解
を
挙
げ
た
い
。 
「
詳
し
く
い
う
と
「
正
信
念
仏
偈
」
で
、
こ
れ
は
お
念
仏
と
い
う
も 
の
が
あ
っ
て
、
仏
の
お
念
仏
と
い
う
大
行
が
で
き
あ
が
る
、
そ
う
し 
て' 
こ
れ
を
我
ら
に
与
え
て
下
さ
る
、
そ
れ
を
我
々
が
頂
戴
す
る
こ 
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
信
心
と
い
う
も
の
が
、
は
じ
め
て
獲
ら
れ
る 
の
で
あ
っ
て
、
お
念
仏
が
な
か
っ
た
ら
、
正
し
い
信
心
と
い
う
も
の 
は
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
、
こ
、つ
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
な
さ
46
れ
た
も
の
が
「
正
信
念
仏
偈
」
と
い
う
言
葉
で
、
正
信
す
べ
き
こ
と 
を
、
聖
人
は
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」(
「
正
信
の
道
」 
『講
義
集
』
十
四
・
筆
者
傍
点)
五
二
頁
参
照
。
②
 
廣
瀬
杲
述
『正
信
偈
以
前(
上)
』(
富
山
聞
光
会
・
一
九
九
六) 
七
頁
参
照
。
こ
の
親
鸞
の
勧
信
が
偈
前
で
は
、
「大
聖
の
真
言
」
と
「大
祖
の
解
釈
」(
竅
行
証
文
類
』
「
行
文
類
」
・
『定
親
全
」
一
・
 
ハ
五
頁
〔聖
典
二
〇
三
〕)
と
の
「
真
言
」
と
「
解
釈
」
と
し
て
記 
さ
れ
る
。
③ 
"
御
伝
鈔
』(
『真
聖
全
』
三
；
ハ
四
〇
頁
〔聖
典
七
二
四
〕)
に
は
、
 
法
然
と
の
出
遇
い
を
「
真
宗
紹
隆
の
大
祖
聖
人
、
こ
と
に
宗
の
淵
源 
を
つ
く
し
、
教
の
理
致
を
き
は
め
て
、
こ
れ
を
の
べ
た
ま
ふ
に
ゝ
た 
ち
ど
こ
ろ
に
他
力
摂
生
の
旨
趣
を
受
得
し
」
と
表
現
さ
れ
る
。
④
 
『教
行
証
文
類
」
「後
序
」
・
『定
親
全
』
一
・
三
八
一
頁
〔聖
典
三 
九
九
〕
⑤
 
蓮
如
自
筆
原
本
は
伝
在
し
な
い
が
、
室
町
時
代
末
と
み
ら
れ
る
写 
本
が
九
本
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
善
立
寺
本(
長
禄
二 
年
等
の
奥
書
あ
り)
、
法
雲
寺
本
、
深
行
本
は
、
成
立
が
蓮
如
四
十 
四
歳
(
一
四
五
ハ
・
長
禄
二
年)
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
西
法
寺
本 
は
、
蓮
如
四
十
六
歳
の
時
に
記
さ
れ
た
。
こ
の
二
年
の
異
な
り
は
、
 
下
書
と
清
書
の
年
次
と
し
て
推
測
さ
れ
う
る
。(
堅
田
修
編
『集
成
』 
二
・
同
朋
舎
・
一
九
七
七)
五
〇
頁
参
照
⑥
 
名
畑
崇
「
蓮
如
上
人
の
初
期
の
教
化
」(
『講
座 
蓮
如
こ 
平
凡 
社
・
一
九
九
六)
一
四
七
頁
参
照
。
源
了
圓
著
『浄
土
仏
教
の
思
想 
ー
ニ
』(
講
談
社
・
一
九
九
三)
一
三
七
頁
参
照
。
⑦
 
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
蔵
。
宮
崎
円
遵
「
室
町
時
代
に
お
け
る
『正 
信
偈
』
の
註
疏
」(
『宗
学
院
論
輯
ニ
ニ
」
・
一
九
三
四)
九
一
頁
参
昭
,,
〇
こ
の
『註
釈
」
は
、
最
初
の
一
紙
右
下
に
見
え
る
「
蓮
如
之
」 
の
み
が
真
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蓮
如
上
人
の
所
持
本
と
み
る
べ
き 
で
あ
ろ
、つ
。
⑧
 
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
蔵
。
ま
た
金
沢
の
善
性
寺
蔵
と
し
て
応
玄
蓮 
照
の
書
写
本
が
あ
る
。(
竪
田
修
編
『集
成
」
ー
ニ
同
朋
舎
・
一
九 
七
七)
四
九
頁
参
照
。
⑨
 
「
蓮
如
を
め
ぐ
っ
て
四
種
類
の
『正
信
偈
」
註
疏
が
あ
る
が
、
そ 
の
関
係
は
以
下
に
示
さ
れ
る
。
「
『大
意
』
の
釈
は
必
ず
し
も
『註 
釈
」
や
『註
』
の
釈
を
辿
っ
て
和
解
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
『大 
意
』
は
『大
意
』
と
し
て
自
由
に
叙
述
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
"
註
釈
』
や
(
註
』
と
全
然
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
或
る
点
に
於 
て
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
上
記
の
如
く 
蓮
如
上
人
の
『正
信
偈
』
に
関
す
る
註
疏
は
以
上
四
部
を
数
え
る
が
、
 
こ
れ
等
は
互
い
に
関
係
が
あ
り
、
最
初
の
『註
釈
』
を
補
訂
し
て 
『註
』
が
成
り
、
次
に
こ
れ
を
参
照
し
て
別
に
和
文
の
『大
意
』
の 
一
本
を
作
ら
れ
、
次
に
道
西
の
請
に
よ
っ
て
現
行
の
『大
意
』
を
撰 
述
さ
れ
た
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
」(
宮
崎
円
遵
「
前
掲
」)
一
〇
三 
頁
参
照
。
⑩
 
宮
崎
円
遵
「
室
町
時
代
に
お
け
る
『正
信
偈
』
の
註
疏
」
で
は
、
 
室
町
時
代
の
「
正
信
偈
」
の
註
釈
書
と
し
て
、
専
修
寺
・
真
慧
『正 
信
念
仏
偈
訓
読
抄
』
二
巻
も
挙
げ
ら
れ
た
が
、
「
戦
国
時
代
の
末
ご 
ろ
、
あ
る
い
は
慶
長
年
間
に
近
い
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
平
松 
令
三
編
『集
成
」
四
(
同
朋
舎
・
一
九
八
二)
四
五
頁
参
照
。
⑪
 
柏
原
祐
義
『正
信
偈
講
義
』(
平
楽
寺
書
店
，
一
九
七
七)
一
九
— 
二㈣
頁
参
照
⑫
 
岩
田
宗
一
「真
宗
声
明
史
に
お
け
る
蓮
如
」(
『蓮
如
の
世
界
」
大
47
⑬⑭
谷
大
学
真
総
研
・
一
九
九
八)
及
び
、
川
島
真
量
「
勤
行
と
し
て
の 
正
信
偈
」(
『教
化
研
究
』
六
ハ
・
一
九
七
二)
参
照
。
『大
乗
の
仏
道
—
仏
教
概
要
—
」(
東
本
願
寺
・
ー
九
九
四)
九
一 
ー
九
三
頁
「
回
向
の
思
想
」
の
項
参
照
。
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
善 
根
功
徳
の
目
的
を
自
身
の
正
覚
へ
と
「
熟
変
・
成
熟
さ
せ
る
こ
と
」 
で
あ
る
。
蓮
如
が
二
〇
歳
か
ら
四
三
歳
ま
で
の
間
、
門
弟
に
与
え
た
聖
教
の 
ほ
と
ん
ど
は
、
延
書
ま
た
は
仮
名
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
千
葉 
乗
隆
「
蓮
如
上
人
の
生
涯
」(
『蓮
如
上
人
展
』
・
一
九
九
七)
六
頁 
や
、
平
松
令
三
「
蓮
如
の
聖
教
書
写
と
本
願
寺
の
伝
統
聖
教
」(
『講 
座 
蓮
如
一
ー
』
平
凡
社
・
一
九
九
七)
六
二
頁
に
は
、
こ
の
四
三
歳 
ま
で
の
書
写
聖
教
が
ー
ー
四
点
と
記
さ
れ
る
が
ー
一
五
点
で
は
な
か
ろ
う 
か
。
以
下
の
平
松
令
三
「
前
掲
」
六
二
頁
ノ
『特
別
展 
蓮
如
上 
人
』(
大
谷
大
学
図
書
館
編
・
一
九
九
七)
/
木
村
武
夫
編
『蓮
如 
上
人
の
教
学
と
歴
史
』(
東
方
出
版
・
一
九
ハ
四)
年
表
等
参
照
し 
列
挙
し
た
い
。
「親
鸞
『浄
土
文
類
聚
鈔
』(
一
四
三
四/
永
享
六
年)
・
親
鸞
『三 
帖
和
讃
』(
一
四
三
六/
永
享
ハ
年)
・
存
覚
『浄
土
真
要
鈔
』(
一
 
四
三
ハ/
永
享
ー
〇
年)
・
覚
如 
孑
口
伝
鈔
』(
同
年)
・
法
然
『念 
仏
往
生
要
義
抄
』(
一
四
三
九/
永
享
ー
一
年)
，
隆
寛?
『後
世
物 
語
』(
同
年)
・
了
海?
『他
力
信
心
聞
書
』(
同
年)
・
『浄
土
真
要 
鈔
』(
一
四
四
一/
嘉
吉
一)
，
親
鸞
『愚
禿
鈔
』(
一
四
四
六/
文 
安
三)
・
『安
心
決
定
鈔
』(
一
四
四
七/
文
安
四)
・
親
鸞
『末
灯 
鈔
』
(
同
年)
・
了
海?
『還
相
回
向
聞
書
」(
一
四
四
ハ/
文
安 
五)
・
『
三
帖
和
讃
』(
一
四
四
九/
文
安
六)
・
『安
心
決
定
鈔
」(
同 
年)
・
存
覚
『女
人
往
生
聞
書
』
(
同
年)
・
『浄
土
真
要
抄
』
(
同
年)
・
覚
如
『御
伝
鈔
』(
同/
宝
徳
一)
・
『教
行
証
文
類
』(
一
四 
五
〇/
宝
徳
ニ)
,
『御
伝
鈔
』(
同
年)
，
『
三
帖
和
讃
』(
一
四
五
三 
/
享
徳
二)
・
源
信
『往
生
要
集
」(
一
四
五
四/
享
徳
三)
・
『教
行 
証
文
類
』
延
書
(
同
年)
・
従
覚
『慕
帰
絵
詞
』(
一
四
五
五/
享
徳 
四)
・
覚
如
『最
要
鈔
』(
一
四
五
七/
康
正
三)
・
存
覚
『持
名
鈔
」 
(
同
年)
」
ま
た
、
小
山
正
文
「蓮
如
と
真
宗
聖
教
」(
『講
座 
蓮 
如
二
』
平
凡
社
・
一
九
九
七)
に
は
、
蓮
如
自
筆
の
真
偽
が
検
討
さ 
れ
て
い
る
。
⑮
 
名
畑
崇
「
蓮
如
上
人
の
信
仰
」(
『蓮
如
上
人
展
』
・
一
九
九
七) 
一
五
頁
参
照
。
こ
の
中
で
『碧
山
日
録
』
、
『経
覚
私
要
鈔
』
か
ら
蓮 
如
の
激
動
期
の
飢
饉
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
飢
饉
に
関
し
て
は
、
中 
島
陽
一
郎
『飢
・
饉
日
本
史
』(
雄
山
閣
・
一
九
九
七)
、
峰
岸
純
夫 
「蓮
如
の
時
代
」(
『講
座 
蓮
如
ー
」
平
凡
社
・
一
九
九
六)
が
あ 
る
。
⑯
 
千
葉
乗
隆
「
総
説
」(
『講
座 
蓮
如
ー
』
平
凡
社
・
一
九
九
六) 
ニ
ー
頁
参
照
。
『大
乗
院
日
記
目
録
』
・"
応
仁
記
』
か
ら
室
町
幕
府 
の
将
軍
職
を
め
ぐ
っ
て
詳
細
さ
れ
る
。
⑰
 
身
命
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
金
龍
静
『蓮
如
』(
吉
川
弘
文
館
・
 
一
九
九
七)
九
八
頁
に
蓮
如
の
身
命
観
の
指
摘
が
あ
る
。
「
蓮
如
は
、
 
「
一
人
な
り
と
も
信
を
と
る
べ
き
な
ら
ば
、
身
命
を
す
て
よ
、
そ 
(
さ
ヵ)
れ
は
(
身
命
も)
す
た
ら
ぬ
ぞ
」
と
語
っ
た(
『実
悟
旧 
記
」)
。
命
が
助
か
る
・
助
か
ら
な
い
と
い
う
現
世
利
益
的
レ
ベ
ル
の 
問
題
よ
り
も
、
信
を
得
て
「
仏
」
に
な
る
と
い
う
、
救
済
の
是
非
こ 
そ
大
事(
「後
生
の
一
大
事
」)
、
と
の
主
張
で
あ
る
。
」
し
か
し
、
蓮 
如
が
説
示
す
る
信
心
は
、
身
叩
と
比
較
し
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と 
や
、
身
命
以
上
の
価
値
を
与
え
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
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⑲
ろ
ん
存
覚
が
『浄
土
真
要
鈔
」
で
「
ま
こ
と
に
恒
沙
の
身
命
を
す
て 
て
も
、
か
の
恩
徳
を
報
ず
べ
き
も
の
な
り
。
」
と
述
べ
る
。
が
、
存 
覚
に
し
て
も
そ
の
本
意
は
、
『安
心
決
定
鈔
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
 
「
「
三
千
大
千
世
界
に
芥
子
ば
か
り
も
釈
尊
の
身
命
を
す
て
た
ま
わ 
ぬ
と
こ
ろ
は
な
し
」
み
な
こ
れ
他
力
を
信
ぜ
ざ
る
わ
れ
ら
に
信
心
を 
お
こ
さ
し
め
ん
と
、
か
わ
り
て
難
行
苦
行
し
て
縁
を
む
す
び
、
功 
(
劫)
を
か
さ
ね
た
ま
い
し
な
り
。
」
と
の
釈
尊(
諸
仏)
の
御
苦 
労
や
、
先
人
が
「臨
終
を
つ
き
つ
め
て
仏
法
は
聞
け
」
と
の
私
た
ち 
の
疑
惑
の
深
さ
に
対
し
て
で
は
な
い
か
。
仏
教
は
、
私
た
ち
の
命
の 
私
有
化
、
「
人
身
受
け
難
し
」
の
意
味
を
開
示
す
る
も
の
で
は
な
い 
か
。
⑱
 
「御
文
に
は
、
弓
箭
を
帯
し
て
、
主
命
の
た
め
に
身
命
を
惜
し
ま 
な
い
者
、
鋤
鍬
を
引
つ
提
げ
て
、
大
地
を
掘
り
動
か
し
て
命
を
つ
な 
ぐ
者
、
芸
能
を
生
業
と
し
て
、
人
を
誑
し
て
浮
き
世
を
渡
る
者
、
日 
が
な
ー
日
商
い
に
心
を
か
け
、
波
の
上
に
浮
か
び
日
暮
ら
し
を
立
て 
る
者
な
ど
、
実
人
生
を
生
き
る
人
間
の
生
活
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。 
そ
の
よ
う
な
人
間
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
住
ま
い
を
し
、
ど
の
よ 
う
な
姿
を
呈
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
自
己
の
全
体
で
あ
る
。
」 
狐
野
秀
存
「
蓮
如
上
人
の
祖
聖
観
」(
『蓮
如
の
世
界
』
大
谷
大
学
真 
総
研
・
一
九
九
八)
ニ
ニ
〇
頁
参
照
。
稲
城
選
恵
「
蓮
如
上
人
の
教 
化
の
平
等
性
」(
『蓮
如
教
学
の
研
究
』
二
・
法
蔵
館
・
一
九
九
四) 
ー
ニ
ハ
頁
参
照
。
蓮
如
に
お
け
る
変
遷
に
つ
い
て
、
例
え
ば
「後
生
」
と
い
う
言
葉 
の
表
現
は
、
『大
意
』
に
は
管
見
で
き
な
い
。
仮
に
文
明
五
年
の 
「
御
文
」(
一
—
八)
が
初
め
て
「
後
生
」
の
言
を
記
し
た
と
す
れ 
ば
、
吉
崎
へ
群
集
す
る
人
々
と
の
交
わ
り
が
、
「後
生
」
を
生
み
出
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
蓮
如
の
表
現
に
も
変
遷
が
あ 
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑳
 
小
野
蓮
明
「
回
心
の
内
景
」(
『親
鸞
教
学
』
五
十
五
・
一
九
九 
〇)
参
照
。
㉑
「
諸
文
集
」
一
八
五
・
『遺
文
』
，
四
ハ
四
頁
㉒
 
『遺
文
」
四
四
頁
。
以
下
、
試
意
訳
で
あ
る
が
、
主
語
を
補
っ
て 
記
し
た
い
。
ま
た
、
片
岡
了
「
「
お
文
」
の
解
釈
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」 
(
『蓮
如
の
世
界
』
大
谷
大
学
真
総
研
・
一
九
九
八)
は
、
私
た
ち 
が
蓮
如
の
表
現
を
解
釈
す
る
際
に
、
必
要
不
可
欠
と
な
る
蓮
如
の
意 
図
・
時
代
の
背
景
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
言
葉
の
真
意
を
汲 
み
取
る
か
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
『正
信
偈
大
意
』
と
は
よ
森
の
道
西
一
人
の
才
学
の
た
め 
に
以
前
か
ら
続
い
て
、
こ
の
望
み
が
あ
っ
た
が
、
私
は
少
し
も
「
正 
信
偈
」
の
文
言
に
相
応
す
る
料
簡
が
な
い
の
で
、
厳
重
に
辞
退
し
て 
い
た
。
け
れ
ど
も
私
は
、
道
西
の
所
望
す
る
心
を
ど
う
し
て
も
捨
て 
さ
れ
な
い
ゆ
え
に
、
文
言
の
拙
さ
を
顧
慮
せ
ず
、
そ
の
う
え
文
義
道 
理
の
次
第
を
も
述
べ
ず
、
た
だ
願
主
の
申
入
れ
に
従
っ
て
言
葉
を
平 
易
に
し
、
こ
の
『大
意
』
を
書
き
付
け
与
え
た
。
道
西
の
こ
の
所
望 
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
書
き
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
他 
人
に
見
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
時
に
長
禄
四
年
六
月
の
候
、
筆
を
認 
め
終
る
。
」
㉓
 
金
森
は
現
在
の
滋
賀
県
守
山
市
。
『大
意
』
・
『遺
文
』
四
四
頁
㉔
『前
同
』
㉕
 
小
野
蓮
明
「
本
願
の
行
信
道
—
群
萌
の
一
乗
」(
『真
宗
研
究
四 
こ
ー
九
九
七)
一
二
三
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
㉖
 
『前
同
』
願
主
と
は
、
道
西
(
善
従)
一
三
九
九(
応
永
六)
年
49
I
一
四
ハ
ハ(
長
享
二)
年
の
こ
と
。
㉗
香
樹
院
徳
龍(
二
七
二
丄
ハ
五
八
)
罡
信
偈
大
意
講
義
」- 
『真
宗
大
系
』
二
九1
一
頁
㉘
『大
意
』.
『遺
文
』
四
四
頁
㉙
『前
同
』
㉚
 
存
如
が
書
写
し
た
も
の
幾
つ
か
の
聖
教
の
中
に
「
正
信
偈
一
帖 
京
都 
本
願
寺
蔵
」
が
あ
る
。"
本
願
寺
史
』
一
(
浄
土
真
宗
本
願 
寺
派
宗
務
所
・
一
九
六
こ 
二
八
一
頁
参
照
。
ま
た
、
同
二
八
亠
ハ
頁 
に
「
本
願
教
団
に
お
い
て
は
じ
め
て
『三
帖
和
讃
」
と
『正
信
偈
』 
と
に
深
い
関
心
を
示
し
た
の
は
、
先
ず
存
如
宗
主
に
は
じ
ま
る
べ 
き
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
存
如
か
ら
そ
の
一
端
を
継
承
す
る
も 
の
で
あ
る
。
㉛
 
『実
悟
旧
記
』
二
四
一
ニ
『行
実
』
一
三
四
頁 
@
『前
同
』
ー
ー
四
四
，
『前
同
』
ニ
ニ
五
頁
@
 
「
教
行
信
証
又
は
六
要
鈔
等
常
に
御
覧
ぜ
ら
れ
、
又
安
心
決
定
鈔 
は
三
部
ま
で
御
覧
じ
ゃ
ら
せ
ら
れ
た
る
事
候
や
う
に
、
聖
教
等
御
覧 
ぜ
ら
れ
…
」(
『蓮
淳
記
」
・
『行
実
』
六
四
頁)
@
 
『榮
玄
記
』
・
『行
実
」
二
六
九
頁
@
「
行
文
類
」
二
定
親
全
』
一
・
ハ
五
頁
〔聖
典
二
〇
三
〕
@
「前
同
」
@
『真
宗
大
辞
典
」
ニ
巻
(
岡
村
周
薩
・
一
九
三
六)
に
は
、
『大 
意
」
の
内
容
を
「多
く
は
存
覚
の
六
要
鈔
の
解
釈
を
相
承
し
そ
れ
を 
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
中
の
独
特
の
釈
を
認
め
な
が 
ら
も
そ
の
理
由
を
「
上
人
は
存
覚
を
大
勢
至
菩
薩
の
化
身
な
り
と
尊 
崇
し
給
へ
ば
、
存
覚
の
説
を
多
く
用
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と 
解
説
し
て
い
る
。
「
解
釈
を
相
承
し
」
、
「
和
訳
」
、
「存
覚
の
説
を
多
く
用
い
た
」
と
記
す
言
葉
の
備
囲
が
分
か
ら4
い
が
、
『大
意
』
は
、
 
存
覚
の
解
釈
の
相
承
、
和
訳
し
、
多
く
用
い
た
と
言
い
う
る
で
あ
ろ 
う
か
。
@
 
東
本
願
寺
『御
文
の
分
位
—
蓮
如
上
人
に
学
ぶ
四
—
」(
一
九
九 
八)
参
照
。
@
「
六
要
鈔
に
は
、
…
ま
こ
と
に
聖
意
は
か
り
が
た
き
旨
を
あ
ら
は 
し
、
自
力
を
す
て
ヽ
て
他
力
を
仰
ぐ
本
意
に
も
叶
ひ
申
候
」(
『実
悟 
旧
記
』"
『行
実
』
ニ
ニ
四
頁
〔三
〇
六
条
・
聖
典
九
一
ニ
」)
@
 
存
覚
は
『六
要
鈔
』
「
第
三
(
信
巻)
」
に
お
い
て
「
是
れ
安
心
の 
巻
要
須
た
る
が
故
に
こ
の
別
序
あ
り
」(
『真
聖
全
二
』
二
七
四
頁) 
と
「
信
文
類
序
」
を
「
要
須
」
と
し
て
宀
疋
義
す
る
が
、
存
覚
に
お
い 
て
こ
の
言
葉
は
重
要
に
思
わ
れ
る
。
「
当
流
の
こ
ゝ
ろ
は
信
心
の
ー 
義
を
申
開
立
る
こ
と
肝
要
な
り
と
」(
『実
悟
旧
記
』
・
『行
実
」
ー
ー 
六
頁)
今
後
『安
心
決
定
鈔
』
と
合
わ
せ
て
考
え
た
い
。
©
 
「蓮
如
上
人
ノ
遺
徳
ヲ
ア
ゲ
テ
、
オ
ヨ
ソ
三
ノ
意
ヲ
ト
リ
略
シ
テ 
大
体
ヲ
シ
メ
ス
ベ
シ
。
一
ニ
ハ
真
宗
再
興
ノ
徳
一-
ニ
ハ
在
世
ノ
不 
思
議 
三
二
ハ
滅
後
ノ
利
益
ナ
リ
…
/
蓮
悟
・
実
悟
・
兼
興
の
本 
泉
寺
三
代
に
亙
っ
て
記
さ
れ
た
『遺
徳
記
』
は
、
「真
宗
再
興
の
徳
」 
を
蓮
如
の
誕
生
か
ら
晚
年
近
く
ま
で
の
描
写
で
記
す
。(
『蓮
如
上
人 
遺
徳
記
』
・
『集
成
二
』
七
九
一
頁)
@
こ
の
「
御
文
」
に
記
さ
れ
る(
他
流
の)
大
坊
主
は
、
道
西
や
法 
住
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
毛
坊
主
に
教
化
さ
れ
た
と
い
う
。
千
葉
乗
隆 
「
前
掲
」
三
六
頁
参
照
。
@
「
西
法
寺
本
」
『集
成
』
二
・
一
ニ
ニ
頁
・
「法
雲
寺
本
」
『集
成
』 
二
・
ニ
ニ
〇
頁
@
 
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『教
行
信
証
講
義 
教
行
の
巻
』
四
七
ー
50
頁
参
照
。(
法
蔵
館
・
一
九
五
一)
- 
「御
文
だ
け
を
読
む
と
、
仏
さ
ま
の
こ
と
だ
け
書
い
て
あ
る
よ
う 
に
思
、つ
が
、
自
分
自
身
が
何
故
そ
う
い
う
こ
と
を
問
う
の
か
を
知
ら 
な
け
れ
ば
自
分
の
立
つ
場
が
な
い
。
こ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
く
て 
は
死
ん
で
い
く
と
も
で
き
ず
、
ま
た
生
き
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
い
ー 
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
生
き
る
こ
と
も
で
き 
る
し
、
死
ぬ
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
後
生
の
一
大
事
と 
い
う
。
仏
さ
ま
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
は
そ
れ
に
よ
っ
て 
生
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
死
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
生
死
を 
超
越
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
限
り
、
生
き
る
こ
と 
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
死
ぬ
こ
と
も
で
き
な
い
。
」(
曽
我
量
深
『正 
信
の
道
』
・
『講
義
集
』
一
三
・
弥
生
書
房
・
一
九
八
七)
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